
④頸部内頚動脈の不安定プラーク：Jellyfish sign 

脳を栄養する血管 頚動脈 

（図１） 
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心臓から脳に血液を送る血管の中で、内頚動脈は非常に重要です。頸部で脳に向かう方向に分岐する部分で血管内にプラーク

という膨らみができることがあります（図１）。この膨らみは血管の内側の壁に傷ができることで炎症が起こり、コレステ

ロールなども付着して大きくなります。厚い膜で覆われていると安定していますが、プラークを覆う膜が薄くなり、出血など

を契機に破れると、膜の中にある血栓（血の塊）や脂肪分が血液の中に流れ出し、脳に運ばれて脳梗塞を起こしてしまいます。

この時、血栓や脂肪分が流れ出した空隙に血液が破れた膜の隙間を通って出入りすることで、プラークの表面が浮き沈みする

ことが頸動脈エコーで観察できます。この動きを世界に先駆けて『Jellyfish sign』と命名して報告しました。頸動脈エコーで

Jellyfish signが観察されると短期間のうちに脳梗塞の再発を繰り返す可能性が高いことから早期の治療が必要になることがあ

ります。 
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